2013年6月1日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第8章21～28節

・勉強：第3章36、37節
　前回は「罪」とは何であるかについて説明しました。
・「我々の内にある神性(アートマン)が現れることの障害となるようなあらゆる行為、態度、考え」
・「我々を肉体的、精神的、道徳的、霊的に弱くするあらゆる行為、態度、考え」
・「良心が認めないもの」

・「利己的なこと全て」

・「他者を傷つけること」

これらが「罪」の定義でした。

そして罪を犯すとどうなるか、その結果についても地獄のことなどいろいろ話しました。
さらに罪を取り除くための９つの方法について、そのうち４つまで話しました。
これから残りの５つについて説明します。

まず、ホーマ(Homa)です。日本語で言う護摩行のことです。
火を焚き供物を供えてマントラを唱えます。

次はダーナ(Dana)で、寄付、布施のことです。

ブラーミンや貧しい人たちにお金や物を寄付するのですが、自分の力にふさわしい範囲で行ってください。
ただし、カタ・ウパニシャッドに悪い例として出てくるようなダーナはしないでください。

カタ・ウパニシャッドは非常に有名なウパニシャッドであり、スワミ・ヴィヴェーカーナンダはこれが大好きでした。
ある家住者が儀式(ヤッギャー)をすることになりましたが、その際聖典に定められている条件は、自分の所有する財産の中から何かしらを僧、司祭、聖者に寄付しなければならないというものでした。昔のインドにおいて牝牛は大変貴重な財産でした。
なぜなら牝牛の出す乳からバターが作られ、それはいろいろな儀式にも使われるからです。
その家住者はたくさん所有している牝牛のうちから、わざわざ一番老いて、弱く、牛乳も出ない牝牛を選んで寄付しました。
このような寄付では結果が出ないだけではなく、逆に罪を犯すことになります。

この点については十分注意してください。
またタパス(苦行)のところでも説明しましたが、ウパヴァーシャ(Upavasa：断食) はそれ単独でも９つの方法の中のひとつです。
前回ウパヴァーシャの深い意味は「神の近くにいる」ということだと説明しましたが、これは肉体的に近くにいるのではなく、心が近くにいるという意味です。

肉体的に神の近くにいても、心が神以外のもので占められているなら、それは実際には神から遠いということになります。

肉体的に神の近くにいるとは、具体的に言えば寺院に参拝するなどのことです。
断食をするというのはウパヴァーシャの浅い意味であり、深い意味の実践とはその間絶えず神に心が向けられているということです。

罪を解消する次の方法はティールトゥヤットラ(Tirthayatra)で、巡礼のことです。

四国八十八箇所巡りなどがそうです。

自動車に乗って次から次へと寺院を巡るのは、本当の巡礼ではありません。

断食や沈黙の行をしながらするのが本当の巡礼です。

どんな考え、態度で寺院を巡るかが重要です。
そうでなければただの観光旅行になってしまい、はとバスツアーと変わりません。
残念ながら、現状はほとんどがそうなっています。

鎌倉の大仏を訪れる観光客は多く、お寺の収入にはなりますが神聖な感じはありません。

もちろん光明寺、高野山、成田山などいい雰囲気のお寺もありますが、多くはありません。
浅草はどうでしょうか？　観光地になっていますか？

インドでは昔は皆大変な苦労をして巡礼しました。

今は誕生日を記念して寺に行くなど昔から比べるとかなり変わりましたが、それでもまだインドには巡礼の伝統が残っています。本当の巡礼で罪を取り除くことができます。

罪障消滅の最後の方法がジャパ(Japa)です。神の名前を繰り返し唱えます。

協会の4月の例会のテーマは「神の名の力」でした。

協会のホームページに掲載されるニュースレター(ひと月遅れ)で確認してみてください。

仏教には「南無阿弥陀仏」、キリスト教には「アヴェマリア」、イスラム教には「アッラーアッラー」などがあり、ヒンズー教には数多くのジャパがあります。
しかしジャパを唱える際、鳥のオウムのようであってはなりません。

オウムでも教えれば、「ラーマ、ラーマ」と繰り返して喋ることができます。

信仰、尊敬、集中、忍耐をもって神の名を唱えることが本当のジャパです。

信仰とはジャパをすることによって、神への愛が深まり、知識を得、純粋になり、解脱すると信じることです。

尊敬とは神の名を神そのものと思うことです。

人の名前とその人を切り離せないように、神の名前と神は同じものです。

神の名を神そのものとみなして、敬意をもって神聖なその名を唱えることがジャパです。

また一日中シヴァの名前を唱えたとしても、次の日に解脱ができることなどありえません。

忍耐とはすぐに結果が出なくても、ゆっくり少しずつ前進するために根気強く実践を続けることです。
医者に処方されたサプリメントを呑んだからといって、すぐ次の日に効果は現れません。
ある一定の期間それを摂り続けなければ、からだは健康にはなりません。

肉体という粗大なものについて言えるのと同様なことが、もちろん精妙な(霊的な)ものについても言えます。

信仰、尊敬、集中、忍耐がジャパを実践する時の条件です。

イニシエーションを受けているにもかかわらず霊的な結果が出ない人がいますが、そういう人はこれらの条件を満たしていないのです。

ジャパという言葉は二つの言葉から成り立っています。

Japa  　　 Ja　←　Janmanasaka　(ジャンマナーシャカ)
　　　 　　Pa  ←　Papanasaka　 (パーポナーシャカ)

ジャンマナーシャカの意味は、「再生と死からの解放」です。
この世の苦しみ、悲しみの最大の原因は、何回も繰り返される再生と死にあります。

我々はこの束縛から解放され解脱したいと考えますが、ジャパによってそれが可能です。

Janmaは生まれることを意味しますが、生は必ず死とセットになっています。

再生がなければ死もありません。
肉体がある限り、永遠の自由はありません。

生きている間、我々は肉体、感覚、心の奴隷です。

のどが渇けば水を飲まなければなりませんし、空腹なら食べなければなりません。

疲れたら眠らなければなりませんし、我々に自由はありません。

感覚について言えば、眼は美しい景色や映画を見たがります。

同様に、心はあれこれ考えたがります。
それだけではなく、我々は自分たちが属する国家、社会、家族などのシステムに従って生きています。

自分は男である女である、日本人であるインド人である、仕事や宗教は何々である、などによって自分の内側にサムスカーラがたくさん蓄積します。

(サムスカーラ:過去世～現世での経験によって心に深く刻み込まれた印象、および傾向)

このサムスカーラから自由になり、正しく考えることができるようになるのは非常に困難です。

我々はサムスカーラに深く影響され、それに取り付かれているのです。

純粋な魂には国籍も宗教も性別もありません。

我々の本性は純粋な意識なのですが、肉体がある限りそれを実現できないのです。

我々は肉体、感覚、心の奴隷ですが、ムクタになる(解脱する)と全てから解放されます。

次にパーポナーシャカの意味は、「罪の消滅」です。

どうしてジャパで罪を取り除くことができるのでしょうか？
ひとつの理由は、ジャパは神の名前を唱えることですが、神は純粋でありその名前を何度も唱えることにより、我々は徐々に純粋になります。

罪というのは不純なものであり、我々が純粋になれば罪は消え去ります。

もうひとつの理由は、神の名を唱えることにより、神の恩寵によって罪が消え去ります。

これは非常に重要なポイントです。

神の作った法則(カルマの法則)によって、我々は悪いことをすればその報いを受け、苦しみや悲しみを経験します。

しかしその法則を作った当事者である神だけは、その法則を変更できます。

ジャパの実践で、神の恩寵によって罪が取り除かれます。

シュリ・ラーマクリシュナの福音の中に、とても美しい例えが出てきます。

どんなに大きな罪も神の恩寵によって一瞬で取り除かれる、ということのたとえです。

「罪が木綿の山だとすると、神の恩寵は火のようなものである。どんな巨大な木綿の山でも、それに火をつけたら瞬時に燃え尽き消滅してしまう」
ですからあなたがどれほど大きな罪を犯していようと、恐れず、心配しないでください。

信仰をもってひたすら神に祈ってください、ジャパしてください。

そうすれば神の恩寵で罪は消滅します。

それでは罪を消滅させる９つの方法をまとめます。

1 パーパ・ニヴェーダナ(Papa-nivedana)　　　　　　　懺悔
2 パスチャターポ(Paschattapa)　　　　　　　　　　　後悔
3 プラーナヤマ(Pranayama)　　　　　　　　　　　　　呼吸法
4 タパス(Tapas)　　　　　　　　　　　　　　　　　　苦行
5 ホーマ(Homa)　　　　　　　　　　　　　　　　 　　護摩行

6 ダーナ(Dana)　　　　　　　　　　　　　　 　　　　寄付

7 ウパヴァーシャ(Upavasa)　　　　　　　　　　　　　断食(神に心を向ける)

8 ティールトゥヤットラ(Tirthayatra)　　　　　　　　巡礼

9 ジャパ(Japa)　　　　　　　　　　　　　　 　　　　神の名を繰り返し唱える　

さて、アルジュナの質問とは何だったでしょうか？第３章３６節を見てください。
アルジュナが問います。『おお、ヴリシュニ族の子孫であるクリシュナ様！　人は自分の意思に反し、つい罪深い行動をとってしまうことがありますが、これはいったい何の力によるものなのでしょうか？』と。
罪を犯す人には二つのタイプがあります。

ひとつは罪を犯しても気にしないタイプの人です。

もちろん最初は自分の内なる良心が声を上げるのですが、その声を聞き入れず徐々に残酷になっていき、最後には犯罪者になってしまいます。

もうひとつのタイプは、自分はしたくないのに何らかの強引な力によって、悪い行為をさせられてしまうと考える人達です。アルジュナはこのことについて質問しています。
良心の声を聞き入れ、やってよいことといけないことの区別が十分に分かっているのに、無意識のうち結果的に罪を犯してしまう人達です。
これは求道者や道徳的でありたいと願う人にとって、大変切実な問題です。

嘘をつきたくないのについてしまう、強欲はいけないとわかっていても欲張ってしまう、怒りたくないのに怒ってしまう、悪い映画を見たくないのに見てしまう、酒はよくないとわかっていてもパーティーで人に勧められるとついつい飲んでしまい後悔する。

善悪の区別ができる人に強引に過ちを犯させる力の正体とは何なのか、これはアルジュナ個人に限らない普遍的な質問です。

ただ単に三千年以上前にアルジュナとクリシュナふたりの間で交わされたプライベートな会話ではなく、人種、宗教、時代を超えて、現代でも多くの人にとってとても重要なテーマです。

我々に罪を起こさせる原因がわからなければ、それから身を守ることはできません。
このアルジュナの問いは学術的なものではなく、大変実践的な質問です。

道徳的に、清らかに、霊的になりたい人達の、心からの質問です。

カタ・ウパニシャッドに二つの言葉が出てきます。

スレーヤ(Sreya):最初は苦いが最後は甘いもの
プレーヤ(Preya)：最初は甘くても最後に苦いもの

皆さんにはいつも二つの選択肢があります。

賢い人はスレーヤを選び、愚かな人はプレーヤを選びます。

あることを実践する時、それが最初は非常に苦しく困難であっても、最終的にもたらされる結果が良いものであれば、それはスレーヤであり、その逆がプレーヤです。

我々は行為の前に、最終的な結果を考えて為すべき行為を取捨選択しなければなりません。
では行為の結果がどうなるかが、どうして我々に事前に識別できるのでしょうか？

ひとつは我々の過去の経験に照らし合わせることによって、結果を知ることができます。

また他者を観察することによって、さらに聖典のアドバイスに従うことによって、結果を知ることは可能です。

1 自分の経験

2 他者の経験

3 聖典
「経験‐経験‐聖典」によってスレーヤとプレーヤの識別は可能です。

バガヴァッド・ギーターの中に、「サットワ的な喜びは最初毒のように苦いが最後は甘露のように甘い」という記述が何度も出てきます。

たとえば瞑想は、最初は大変苦しく、面白くなく、時間の無駄のように感じられますが、最後には平安、智慧、純粋という素晴らしい結果がもたらされます。

これがスレーヤです。その逆のラジャス的な喜びは、プレーヤです。

問題は、何がスレーヤで何がプレーヤかがわかっている賢い人でも、プレーヤを選んでしまうことです。
自分の過去の経験、他人を観察すること、聖典の勉強によってスレーヤとプレーヤについてよく知っている人でもプレーヤを選んでしまうのはなぜか、これがアルジュナの質問です。

皆さんも同じ問題を抱えているでしょう。ですからこの質問は普遍的な質問なのです。
では罪を犯させる原因はあなたの外側にあるのでしょうか？

もしそうなら、それに抵抗するのはそれほど困難ではありません。

第３章３７節でクリシュナは質問に答えています。
至高者が答えられます。『その力とは、人間生来(プラクリティ)のラジャスの性質から生じる欲望と憤怒の心から出てくるもので、人を狂わせ罪を犯させる最大の敵である。

罪の源は我々の外ではなく内側にあるのであり、これが問題なのです。

パーティーで人に勧められるままに酒を飲み過ぎてしまうのは、勧めた友人の責任ではなく、あなたの性格の弱さに原因があるのです。我々の中のラジャス的性質が原因なのです。

３７節の怒り、欲望がなぜ生じるかについて、プラーナ聖典、ヴェーダーンタ聖典(ウパニシャッド)それぞれによる二つの説明があります。
時代順に説明すると、まず六派哲学の中にヴェーダーンタ哲学があり、次にラーマヤーナ、マハーバーラタの二つの叙事詩、そのあとに１８のプラーナ聖典と続きます。

まずプラーナ聖典による説明を紹介しますが、その前に欲望(カーマ：Kama)と怒り(クローダ：Krodha)が何であるかについて説明します。
まず願望には良いものと悪いものがありますが、カーマは悪い願望＝欲望を意味します。

欲望とは広い意味では「感覚で楽しむすべてもの」のことです。
注意してほしいのは、ここでは悪い意味で「欲望」という言葉を使っており、たとえば「神の讃歌を聴きたい」というのは良い願望であって、「耳の欲望」ではないのできちんと区別してください。

ただし何事も程度問題なのであって、たとえば神様のお下がりをいただくのはいいことなのですが、だからと言ってそれをお腹いっぱい食べてしまっては逆効果です。

神様のお下がりだということを忘れ、美味しいからたくさん食べたいというのは、「舌の欲望」です。そこまで考えて、識別してください。

インドには「お下がりは少しだけ食べなさい」という言葉があります。

欲望の中で最大のものは肉欲です。

なぜなら肉欲にはすべての感覚の楽しみが含まれているからです。

ヒンズー聖典の中で、一般的な意味での感覚の楽しみを表す言葉はボーガ(Bhoga)ですが、究極の(supreme)楽しみという意味のサンボーガ(Sambhoga)という言葉は、肉欲を指します。
次に怒り(クローダ：Krodha)ですが、怒りとは何かを説明するのは大変に難しいのです。

たとえば怒りは肉体や心に変化をもたらします。

人は怒ると動揺し、顔は紅潮し、血圧は上昇し、心拍数は増加し、声は甲高くなります。

胃酸の分泌も増えます。普段は使わないような言葉を発してしまいます。

すべて怒りの結果です。

怒りにはまだ低い状態、ある程度の段階に達していてもそれを抑圧している状態、それが爆発してしまう、などいろいろなレベルがあります。
欲望、怒りとは何であるかについて述べましたが、その原因をプラーナ聖典はマハーマーヤ(Mahamaya)という概念で説明します。
母なる神(Devine Mother)の影響で欲望や怒りが生じるというのです。
マルカンディア・プラーナ(Markendeya Purana)の中にチャンディ(Chandi)という聖典があります。

バガヴァッド・ギーターがマハーバーラタの一部であるように、チャンディはマルカンディア・プラーナの一部分です。

チャンディのテーマは、「世界の創造者、維持者、破壊者は母なる神である」です。

人は母なる神によって束縛されており、また母なる神の恩寵によって束縛から解放されます。

マハーマーヤが人間を含めたすべてのものをコントロールしています。

皆さんの中にはドゥルガープージャを経験した方がいらっしゃると思いますが、そこで唱えられる言葉はこのチャンディの中のものです。
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